
〔Ⅹ〕運搬昇降荷役装置

TRANSPORTING,ELEVATING AND

LOAD HANDLING EQUIPMENTS

起重機及び輸送装置

Cranes andⅡandling Equipments

昭和26年度は各種産業の啓備合理化と相まっ

て起重機及び輸送装置の製作も漸次多忙となつ

た｡需要面から見ると製鉄製鋼周､建設用機械､

セメント工業用が多くその他化学工業周も少くな

い｡量的に見れば蔵前むこは及ばないが､質的に見

ると各機構共改良進歩の成果が著しい｡即ち天井

起重機でほグラブバケツ巻上装置のクラッチ､巻

上用逆相ブレーキの活用､鋼塊起重機の噛み装置

の改良､装入起重機の旋回体の支持方式とそのバ

ランス､ケーブル起重機の速度制御方式､サイドチプラ

ーの停止自動化等何れも好評を博した｡新製品としてほ

コンテナー式石炭積込機､団鉱設備等があげられる｡又

300t/br橋形起重機は磯後最大の記録的大型機である｡

天 井 起 重 機

0▼erhead TraYe11ing Cranes

東北電力株式会社(沼沢沼発 所)に納めた 80tを

始め50t 以下の普通形を多数製作したが､納先は発

所､化学工場､一般機械工場､製鋼工場等各分野に及ん

でいる｡80t天井起重機はJIS 及び目発親柘による仕

第1図 80t天 井 起 重 機

Fig.1･80ton Overhead Trave‖iIlg

Crane

第2図13･5tグラブバケツ付天井走行起重機

Fig･2･13･5tOverheadTravellingCranewith

Glah Bucket

様で製作し､発 機器据付用としての標準形である｡比

較的径聞の長いものでは淀川製鋼納め30tx32.4m起重

磯2台が運転中である｡各磯共構造上 転員に危 なが険

い様に配電盤ほ金網カバーを取付け､運転室及び政子歩

道回りほ労働衛生安全規則に沿って製作している｡

特 殊 天 井 起 重 機

SpecialTypeOverheadTravellingCranes

25年度に較べて特にグラブバケツ付天井起重機の需

要が急に増加し､天井起重機としては最大級の巻上荷重

である13･5:t(咽量石灰石6t)のものを小野田セメン

ト製造株式会社(藤原工場)に納め､また日管製鏑

株式会社(富山工場)にも団鉱設備の一環として､

原料貨革卸用に8t(梱量砂鉄4t)を納めた｡

同機共に巻上のブレーキには押上機ブレーキと遵

相ブレーキを併用し(特許172784号)巻下げ停止

時には､始めに電気的な逆相ブレーキを掛け充分プ

レ←キを利かせ停止寸前に押上横ブレーキを自動的

に作用させ､押上機ブレ←ギは主として保持用とし

ての役目を受持ち､停止時の急激なブレーキを避シナ

たため衝撃が緩和され､ブレーキ輪の機械的な磨耗

及び発熱を減少させる事に役立っている｡外に小形▲

のものでは磐城セメント株式会社(四倉工場)納め

4･5t(掴量石炭2t)その他3･2t,2･3t等の小形のも

のも製作したが､グラブバケツ開閉機構は従来のバンド

クラッチをやめ､シ′司ベルその他で好評を博しているユ
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欝3区l銅材運搬用5t ダブルフック式

天井起重機(径間35m)

Fig.3･5tOnI)0ユble Hook Type

OverheadTravellingCrane

(Span35m)

キスパンションクラッチを採用し､クラッチの利きを良

くし運転保守に便利な様に製作されている｡

フック付の特殊形としてほ､富士製鉄株式会社(釜石

製鉄所)に2台納入した5tダブルフック式天井起重機

がある｡･太機は長物荷役専用に使われるもので長さ10m

フックビームを備え､ガーダほ普通形と兵り籍形として

その両側にフックが下り巻上能力ほ5tであるが片側フ

ックのみでも5tの荷役ができる様に計画されている｡

径間は35nlで走行革輪部分は検閲き形のトラック式を

採用し特に頻度の高い重負荷形として製作されたもので

ある｡

製 鋼 用 起 重 機

Overhead CralleS for SteelProduction

25年度に引続いて富士製鉄株式会社(室蘭製鉄所)の

第5図 釜石製鉄所納5t装入起重機の旋回体

Fig.5 Slewing Center of5ton Charging

Crane for KamaishiSteelMill

銅塊起重機の改造が4台共完成し運転を始めたが､特に

今までの鋼塊起重機と異りクラブフレーム中央部に掴み

部分の電動機その他部品を抜出す事ができる様に修理点

検用孔を備えた事により従来のこの種起重機の保守の不

便な事を一掃する事ができた｡また自動給油方式は今迄

のボッシュ式グリースポンプをフア←パル式手動ポンプ

に改め半自動式とした｡ファrバル式の給油器はロ㌧-ル

磯用としてほ国内でも多数使われているが､起重機への

応用は新らしい試みである｡その使用実績は良

第4図 八幡製錬所納5t装入起重機

Fig.4.5ton Charging Cranein

Service at Yawata SteelMiIl.

好な結果を示している｡

装入起重機の天井追行形を八幡製鉄所及び富

士製鉄所株式会社(釜石製鉄所)に各1台納め

26年春試運 を終り運転中であるが､今迄の

ものに種々改良を加えている｡

主なる点は旋回する下部クラブ全体を球軸受

で支え､ガイドデスクの滑り面が従来鋳鉄の円

筒で滑らせていた構造を､ローラにより支持し

て磨耗部分を少くし動力消費の 少となる点ま

た僻仰回転の各装置を左右対称に配置して全体

のバランスを良くした点等は､従来の既納晶に

較べて相当の運転効果を挙げている｡

八幡禦鉄所に納めた装入起重機の仕

る｡

は次の通りであ
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主クラブ巻上荷重 5t

横行速度45m/min(30kW)

ラム半径蓋告讐先7･4n
旋回速度 3r.p.Ⅶ.(20kⅥr)

径 間 20.2m

ラム僻仰速度 5回毎分(40kW)

巻上速度 5･5m/m王n(40kⅥr)

ラム回転速度15r･p･m･(30kW)

走行速度85Ⅰ丑/min(75kW)

電 源D.C.220V

水平引込起重機

LeYelI.u]阻mg Cranes

3t グラブバケツ付水平引込起重機が完成､日下磐城

コンクリートエ業株式会社(池袋工場)iこ設置してコソ

クリート用骨材の遅滞に活 中である｡本横はバケツ容

量0･8ma､旋廻半径最大15mのスイングレバ←塾で､

ホッパーの位置が屋上にあるためスイングレバーの特徴

を巧みに生かした配置になっている｡

橋形起重機

Bridge CraれeS

製鉄所の原料置場用としては橋形起重機の応用範囲ほ

非常に広く､26年度に於てほ富士製鉄株式会社広畑製

鉄所納鉱石用300埴rグラブ付マントロリ式及び釜石製

第6図 3t グラブバケツ付水平引込起重機

Fig.6.3ton LevelLu伍ng Cranewith

Grab Bucket

第7図

F!g.7.

5t 虹重磁石付マン

5ton Man Trolley

Bridge Cranewith

トロリ式走行橋形起重機

Type Travelling

Lifting Magnet

鉄所納スクラップヤード用5t紅毛磁石付マントロリ式

各1台宛を完成した｡

マントロリ式橋形起重機は日立製作所が多年の経験と研

究改良を続けているもので上記300t/br橋形起重機は巻

上荷重22t､桁全長108m､全高31mに達し､能力及び

大さに於ける記録品である｡

で受 し､横内に電動発ノ

源は A.C.3,300V60こプ

装置を備え電動機はすべて

D.C.220V を採用し､巻上､横行及び走行ともすべて

動式で､巻上､横行の速度制御はり㌧-ドレオナード

方式を採用しているから理想的な運転が可能である｡制

動はェヤブレーキを使用している｡

積 込 機

Loaders

26年度は日本国有鉄道戸畑駅納450●t/br コンテナ式

石炭積込機を完成した｡この設備ほ､高架桟橋上に引上

げられた石灰華の庶を開いて､桟徳下のコンテナに石炭

第8図 450りhr コンテナ式石炭積込機

Fig.8.450t/hr Container Type C〇alLっaler
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第9図 450t/br コ

ンテナ式石炭積込横

Fig･9･450t/hr Container Type CoalLoader

を移し､それを起重機によって巻上げ､鉛粉上に運びコ

ンテナの底を開いて石炭を読込むものである｡この方式

ほ底開炭率による車上貯炭を琵込む方法で､コンテナの

容量は15t石灰華1輌分で､これを積込むのに凡そ2分

を要するに過ぎず､従って1時間450tの能力を看する

簡単で優秀な設備である｡太積込磯の走行軌条ほ複線で

あるから二本の軌条の不整に対して差支えを起さない様

葺こするため､トラックと輸軸との取付部分には球面座を

.設け､レ←ルクランプも特殊設計を採用した｡
木椀は高架線を股ぎ走行門形鉄構を有し､機内に技芸

桁を有しその内側にトロリを附けコンテナを引上げ叉そ

の開閉も行う｡これ等の運転はすべて鉄構上に機械室を

設け鋼索によって操作される｡電動機はD.C.550Viこ

.よる直流機が使用された｡
本磯の主要な仕様を京せば次の通りである｡

仕 様

儲一 力 石炭 450t仲r

巻上荷重 20t

湯 程

軌条面上

軌条軒下

雀 間

7In

3Ⅰ℃

11.4m

引込範囲(海脚中心より)

巻

閑

引

:走

海側

山側

｣二

聞

込

行

レールクランプ

11.3In

3.05Ⅱ1

30町/min

6m/Ⅰ℃in

35ⅠⅥ/min

80Ⅰ叫m王n

動式二組

走行軌条 50kg/m4線式

源 D.C.550V,A.C.100V

ケー ブル起重機

Cable Cranes;

国土開発は現下日本復興の焦眉の問題である｡数年来

各方面で計画中の河水統制､電源開発或ほ各種用途の貯

水池工事等が漸次具体化され､25年度ほ堰堤工事用ケ

ーブル起重機の袈附こ多忙を極め､磯後最初の本格的ケ

←ブル起重機が運転を開始し､引き続き各種各容量のも

のを次々と製作中である｡

日立製作所は昭和10年本邦最初の堰堤工事用ケーブ

ル起重機を製作Lて以来9t-】8t(コンクリートバケツ

容量3⊥6ma)級のものを多数製作したが､戦後関係各

方面よりの要望に答えて昨年4.5t(コンクリートバケ

ツ容量1･5Ⅰぜ)を完成した｡■本機ほ100,000n13程度

の小親麓の堰堤コンクリート施工用として好評を博L_引

き続き数台製作中である｡他方日本の堰堤工事用標準形

とも称すべき9t(コンクリートバケツ容量3が)機も

2台完成し､引き続き9tl台､13･5t2台製作中であ

る｡

4･5tケーブル起重機

先年製作した鹿島建設株式会社納1台は､香川県内場

貯水池堰堤工事用として好成績裡に運転中である｡本機

はコンクリートノヾケツ容量1･5maの小形機で､工事完

了後の移設を考慮して径問は最大250ェ℃､揚程は最高郎

mまで可能な設計とした｡更iニュンヂンタワを国是し

テールタワを 行としたこと､ 動機は低圧交流誘導型

でその容量は直接制御可能の限度となる 巻上及び横行

速度をそれぞれ40m/min及び1201Il/minとしたこと､
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堰堤 用 で目下好調に活躍中である｡

第10図 内払堰堤工事用

4.5tケーブル

起重機

Fig.10.4.5tonSwinging

Cable Crane 王n

Service at Naiba Dam

その速度剖卸には日立独特の電動油圧押上機による可変

速度制御方式としたこと等新しい考案を採用し､所謂簡

易ケーブル起重機として好評を博した｡小堰堤工事でほ

あるが運搬能力ほ毎回4分平均の作業記録を示してい

る｡

9tケー ブル起重機

新 県三両開発建設所納ほコンクリートバケツ容量

3m3,両側克行形､径問266In,揚程100mの:本格的

本壇の巻上速度は100m/min,の高速形

で交流誘導電動機で運転されるが､巻下

時にはD･C･ダイナミックブレーキ方式

により広範囲の速度制御が得られ､更に

軽負荷 下起動時には日立考案による低

速トルクモ←タにより円滑な運転ができ

能率的である｡更に主索の保守に特別の

考案が払われている｡(特許第188227号)

等最近の代表的製品である｡

更に最近据付を完了した建設省中

国四国地方建設局納9tl台は物部

川永瀬堰堤工事用で､能力､形式､･

運転方式､各部構造等は前記と同一

であるが､径問399ⅠⅥで主索には

国産ロックドコイルワイヤーロープ

が採用されている｡

カーバイト原料道場設備

MaterialEandling Equip-

ment fol･Carbide Fa(:tOry

近年カーバイトの化学工業における重要性は非常に大

きくなって来たが､それと共にこの種の工場●における

原料の運搬系統及び電気炉への装入方法等の機械化によ

る能 の向上及び従業員の保健衛生等の問題が大きく取

上げられて来た｡昨年度に於て､日立製作所では多年の

経験をもとにして､ベルトコンペヤ､バケットユレべr

タ､パソコンべヤ､ホッパ､フィーダ､仁,･-ルクラッシャ

ー等の組合わせによる30.t/br
カーバイト原料運搬設備

_-168
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第13図 カ ー バ イ ド原料輸送設備配置

Fig.13.GeneralArrangement Of MaterialHanー

dling Equipment for theCarbide Factory

を完成した｡

未設備は原料滞人後､破砕､貯蔵､

まで一式を全部機械化したもので､各

搬より炉床装入

転保守が簡

易で､連統運転に耐え特に防塵に対して考慮が払われて

いる｡

サイドチップラー

Side Tipplers

賃率荷役には種々な方法が採用されているが､簡単で

然も能率を上げているのはサイドチップラ←である｡先

年一台完成を見たが､今回完成して磐妓セメントで活躍

しているのは､これに更に改良を加えたもので､傾転､

復帰共運転手が起動さえすれば､後ほ絶て自動化したも

ので､特に復帰の際ほ巧みに押上横制動機を利用して減

速停止が円滑に遂行され､安全に然も誤差が僅少で停止

せしめる事が出来る｡

一叫169

第14図 サイドチップラー

Fig･14 SideTippler
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巻 上 横

Wirlding Mchines

終戦直後の石炭増産体制に即応して日立製作所は炭塵

機械､特に巻上機､採炭機の製作に努力して来たが共役

石炭事情の安定と共に､炭疏磯城もやや安定したかの如

く見えた｡しかるに坑内採炭機械関係忙於てほ､アメリ

カ､ドイツ両国最新の機械の紹介､輸入があり我国炭疏

界に於てもいずれを探るかその帰趨に っている傾向が

見えたが､最近に至って漸次ドイツ式のカッペ採炭方式

が各方面に広く採用されるようになり､我国採炭機械の

方向は殆んど決定したものと考えられる｡

乱立製作所に於てはこのカッペ採炭に不可欠とも云う

べきタブルチコニ･-こ/式切羽コンベヤーを完成し試運転に

於てもその優秀な性能を発揮した｡

文非鉄金属鉱山が活況を呈するや､スクレーパスラヅ

シ∴/グ専用の3胴､複胴の 20HP小型巻上機を製作し

て､各金属鉱山から好評を得ていたが今回は更に大型の

30HPのものを製作納入した｡

その他コ←ルカヅタに於ては新型40kWの誕生を見､

又従来広く使用せられている40HP 型の改良をも完成

した｡タブルジブカッタも製作中であり特殊なものにつ

いても鋭意調査､研究を続行しているっ

一方巻上損に於ては自動運転方式の確立､ブレーキエ

ンジンの改良､乱立HTダイナモ使用によるプログラム

運転の実施等質的向上の跡は目覚しいものがある｡

次に■本意第33巻第1号記載｢日立技術の成果｣に発

表以後の目星しいものにつき､製品の概略と特徴を簡単

に記述する｡

第15図 常盤炭疲株式会社納600HP複胴巻上横

Fig.15.600HP.DoubleI)rum Electric Winding

Machine forJoban Tanko Co.

第34巻 第1芸虎

常盤表鉱盤城鉱業所納600EP複胴巻上機

600HP:Double Drum Electric Winding

AIachine forJoban Tanko Co.

本機は常磐炭礪住吉坑に設置された同社最大容量の巻

上磯であって､昭和26年5月好 裡に工場試験を完了

し同年9 月より正式運転に入った｡

同機の仕様は次の通りである｡

型式 DD-NPO(複胴無接子平行動油圧制動型)

最大鋼索張力

最大不平衡張力

銅 速度

鋼 索

巻 胴

電動機

10.860kg

lO.260kg

250Ⅰ叫miI1

34¢ 6段巻1,600ⅠⅥ

2,250¢×1,500Wx2,750F

300HP3,300V60年,333r.p.m.

S-DQ 2台

本壇の特長と㌻る所は先ず巻胴が1段の滅速歯草を介

して2つの等容量の 動機によって駆動される点で､且

駆動部分は600HP電動機1台で駆動される場合の強度

を有する事である｡

叉制動ほ､1台の油圧制動機によって為される他に押

上磯によって非常及び常用制動を同時に行う方式を採つ

ている｡上記押上磯は押上力500kg行程300Innであ

って従来の押上磯に見られない強力なる性能を持ってい

る｡油圧制動機は従来の複雑なる作動磯‡

能を向上せしめている｡

又

′ヽ･-

を簡素化し性

られる軸受はメタルを改良し軸よりレ

によって駆動される油ポンプにより配管によって各

軸受に給油する方式をとつている｡

国鉄志尭納400kW革胴巻上機

400kW Electric Winding】旺achines

この巻上機ほ交流電動機により二段の歯車を介して巻

第16図 国鉄志免鉱業所納400kW単胴巻上機

Fig.16.400kW Electric Winding Machine
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第17図 国鉄志免鉱業所納400kⅥr

Fig.17.400kW Electric Winding

単胴巻上横

Macbine

胴を回転せしめる構造のもので､竪坑坑内主要斜坑道の

炭草拾上げに使用するものである｡その仕様は巻胴直径

2,250Ⅱ皿,鋼索張力10,000kg,鋼索速度200Ⅰ可血n;

巻上距離1,200nlである｡

駆動用交流電動機は坑内にて使用されるため特に耐圧

防爆型としたもので､この型式ほ現在迄350Ⅰ壬P位迄し

か製作されていなかったものであるが､本機に於て初め

て400kWもの大容量のものが完成したのであって､そ

の出力から云って世界最大のものである｡なお最大回転

カ250%､効

負荷

94%力

流23Aである｡

89%､全色荷′ 流84A,無

制動機は主､副､非の三種のブレーキを有し､主制動

機は巻胴に隣接せるブレ←キドラムi･こ平行動ポスト塑ブ

レーキを酉己し圧気笹焦り制動作用をなナ所謂ポジティブ

三盟制動機である｡

副制動礫ほ上記主制動機の操作リンクの途中から連結

し､モ←タ軸に設けられたカツ7)リング上のブレーキド

ラムを制動するもので､構造ほスプリングの力に依り主

制動襟が操作されるとそれに連慰して操作しモータの制

動末期に於ける反転運動に依る電動機聞麗子､ギヤ､シ

ャフトその他への悪影響を防止するもので過去に於て幾

多の好成笥を悼めているものであるっ

非常制動機ほ上記副制動機と同様モータ軸のカップリ

ングに並行して配置し､圧気系統の使用不能に依り非常

制動がかからない時でも電気的に必ず非常ブレーキが操

作可能な如く､別個に設1ナたもので､所謂別系統の非常

ブレーキとして万全を期Lている｡

主制動機操作用プレ←キュンヂンほ､常用非常用の2

シリンダ←を有し､これらがそれぞれ極めて繋留なる聞

達のもとに常用制動或いほ非常制動を行うもので､シリ

ンダ口径250Il:11-ユ,ストロ←ク180Ipmであって､圧気

装置としてほ気筒直径120Ⅱml衝程11qI¶m容量1.29

ni8/minを有する10HP空気圧舵機を備えている.っ 以

上のもとに 転台上のブレーキハンドルを操作すること

に依り､圧力調整弁を介し調圧された圧気がブレーキ

ェンヂン内に送入され極めて円滑な運転が可能とな

る｡

なお操作圧力は特に坑内に配されている圧気系統の

利用を考慮し3.5-4.5kg/cIげに胡えて設計されてい

る｡

目未遠賀鉱業所納250kW

ワードレオナード式巻上機

250kWlⅣordl.eonerd System

Eleetrie Winding M二achine

木椀はり∴-ドレオナード制御方式による巻上機であつ

て､歯車1段を介し巻胴を回転せしめる構造のもので竪

坑人員昇降用として使用され､その仕様ほ巻胴直径､

3,500mIn､P←プチンション 8,300kg､アンバランス

ブル､5,300kg､巻上速度5･5Ⅱ1/EeC､巻上琵巨り 360m

である｡歯車には特殊鋳鋼を使用し耐磨耗性を高度に発

揮せしめるため､日立独特の高周汲焼入を施してある｡

巻胴ほ上巻､下巻､筒口ープを一つの巻胴より出した所

謂復巻式であって､巻胴にほ仁r･-プの 内溝を設けた木

ラッキングを施し､更にローブの調整を便利にするた

ゼ)に′ 動､手動､何れにしても操作出来るマガジンドラ

ムを設けてある｡軸承ほ中メタル附球面座とした自動詞

心塑であって軸の みに依る影繁を 和し得る様になつ

ている｡

制動機ほ下方支点ポスト型で庄気に依り制動操作を為

すものでありその主体は､ポスト､制動梓､常用シリン

ダ､非常用シリンダ､及び非常制動を作用せしむる重錘

とより成るポジテブ塑である｡なお庄気経路に圧力調整

弁を設け､制動把手の位置に依り常用シリンダ←をこ送ら

れる庄気の圧力を調整し制動力を制御することが出来

る｡

第18図 日本炭鉱K.K.遠賀鉱業所納250kW

ワードレオナード式塾境巻上横

F短.18,250kWWardLeonard System

Controlled Electric Winding Machine
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又レオナードコントローラを操作するコントローラ把

手と制動把手とほ､1本の共通把手とし､巻胴軸より回

転を伝えられる速度制御カムに従って､コントロール方

向に自動的に操作され､更に把手は把手台に設けられた

案内板に沿って操作され､電動機トルクと制動力とが密

接なる関連を保ち､ゲージ吊落し等の誤動作に依る危険

を防止し､更に正確なるプログラム制御を行うために日

立HTダイナモを使用している｡ⅠITダイナモに依り主

菜電機界磁を制御することにより､その優秀な増幅度､

速応励磁性によって所定のプログラム速度制御を行うこ

とが出来､更に電流制限装置を併用しているので最高度

の能率を発揮せしめ得る｡即ち運転の巧拙iこ関係なく負

荷の軽重に関らず加速､全速､減速の期間中如何なる原

因によっても常に危険な過大電動機電流を流す心配は毛

頭なく安心して運転することが出来る｡

木機は鉄塔､ヘッドシ㌧-ブ､ケージ､ロープガイド装

置を含み製作したもので､鉄塔は高さ32.8In,上下2段

に直径3.5Ⅱlのシ←ブを有している｡

排気竪坑用であるため鉄塔内は気密室になっている｡

ケージほ42人乗の大型であり､一方の廉を開けば他方

も同様に開く様になっており､輪ばね式シヨ.ヅクアブソ

ーバを介して巻網に吊される｡ショヅクアブソーバは種

々め原因により生ずる巻網の縦坑動を

を延長するためのものである｡

和し､その 命

ケージの竪坑内に於けるガイドはFr･-プガイド式であ

り､各ケ←ジは4本のガイド仁一･-ブiこ依りその位置を定

められ､両ケ←ジ間には2本の隔てロープがあり竪坑中

間の摺れ違い個所に於て､両ケージが接触しない様にな

っている｡ガイドローブ及び隔てロ←プほそれぞれ上端

ほ鉄塔に固定され下端ほ摂れ止を経て重錘を懸吊し張力

を保っている｡

30ⅡPスクレーパホイスト

30ⅠIP ScraperⅡoists

近来鉱山に於て鉱石の積込にスクレーパスラッシこ/グ

の研究が盛んむ羊なり､試験的に従来の複胴小型巻上機に

よって行われていた｡これに対し本格的スクレーパスラ

ッシソグ用ホイストとして20HP複胴及び3胴のもの

を製作し松尾鉱業､神岡鉱業､日本鉱業等に納入し非常

な好評を博し各鉱山に於ては採鉱能

ている｡

を劃期的に向上し

然し乍ら､より一層能率を向上せしめるためスピ←ド

を早め､より強力なものを要望されるので今回 30HP

短胴及び3胴ホイストを納入し好 を得ている｡

構造的には20HP と殆んど同様であるが､20HPは

極力小形に纏めてあるが､30HPは各部に余裕をもたせ

第34巻 第1景虎

第19図 3胴スクレーパホイスト

(操作ハンドル側)

Fig･19･Three DrumScraperHoist

(Operatinghandle side)

第20図 3胴スクレーパホイスト

(ガイドローラ側)

Fig.20･Three DrumScraperHoist

(Guiderol!erside)

てより長寿命に耐え得る桜設 してある｡

然してその標準仕様ほ次の通りである｡

項 目＼＼､サイクル

ロ ー プ プル(kg)

ロープスピード(m/min)
ロ ー

プ寸法

ド ラ ム 寸法(mIn)

モータ回転数(r.p.m)

電 圧(Ⅴ)

モータ出力及び型式

50 ⊂マ

1,800(1,500)

60(72)

60`=も

1500(1250)

72(86)
16mm x150m

560D x160W x840F

1,000

200(400)

1,200

220(440)

30HP TFOYX-EK｡｡

註(1)上記仕様中()内は戻りスピードを早くする

ため､3胴ホイストの!具合両側ドラムのローブス

ピードを示す｡複胴ホイストの場合も何れかをこ

のスピードにすることも可能である｡



昭和26年慶に於ける日立技術の成果

(2)なお上記は下記造仕様を変更することが出来る｡

()内は3胴ホイストの中央ドラムのロープスピ

ード及びロープブルを示す｡

動機はJIS-C一っ901による安全増防爆構造i･こなって

いる｡而も巻線及び にほ耐酸処理を施し､酸に対す

る安全性を強化している｡

汽 動 揚 貨 機

Steam Win(血es

前号で既に紹介した如く､.日立DRL塑汽動揚貰磯2

台を試作し､優秀な成果を収めたが､引続き日立造船株

式会社より六次騎用として､標 型左右 9機､特殊型

左右各2機､へど←塑左右各1機､繁船機1機､計25

磯の註文あり､何れも容量充分､操作容易､構造堅牢R▲

つ軽量の点で絶大な好評を博している｡

なお之らは何れも:AB,NKJ双方の規格に合格したも

のである｡要目は各機共共通で､次の通りであの｡

要 目

巻込荷重

巻込 度蒸気シリンダ迫径

ピストン行程

5 t

20mノmin

200 mm

300 mm
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第21図 標準型5t汽朝湯貨横

F;g.21.5tonSteam Winch(Standard Type)

蒸気シリンダ数

使用蒸汽圧力

日 立 ホ イ ス ト

ⅠIitachiIIoists

2

10kg/cIn2

日立ホイストは従来に増して需用があり､広く利用さ

れている｡ホイストの使用日的は従来のものの他に､新

Lい方面に利用される傾向が多いので､ホイストの性能

構造等もこの傾向に応ずる必要が起って来た｡その一つ

としては半自動運転方式が着日され､作業能力の増大と

人件費の節減を計ろうとしている所が多い点である｡そ

の他にも同様の目的から､巻上速度の速いものが喜ばれ

るようになっている｡叉作業上の安全度を確保するため

に安全に関する講演則が強化されその励行が行なわれて

来たので､ホイストの構造も之に応じて一

(1)垂下釦を用いれば全路線にあるホイストが上下左

右に任意動作出来る｡

(2)定置釦を用いればAB間にあるホイストを送(左)

呼(右)招来る｡

･(3)定置釦を用いて送ったホイストはBに致れば自動
停止する｡

｣(4)ホイストがBl～B｡にあるときには定置釦では操
作出来ない｡

く5)垂下釦でBまで戻したホイストは定置釦でAまで

･呼び戻し自動停止出来る｡

第22図 半自動ホイストの運転系統

Fig.22.ControISystem of Semト

AutomatieIIoist

変更が望ましいことになった｡侍従 の最小

型ホイストよりも､さらに小容量のものの要

求も多くなり､小型機の出現が期待されて莱

た｡次に るものほ､これらの傾向と新要

求に応じて改良及び新製された､ホイストの

成果である｡

半自動操作方式ホイスト

従来の引紅型のコン1トローラ又は遠方操作

型のコントローラを用いたホイストでほ､半

自動 転を行うものを作ることは非常に困難

であった｡その後日立ホイストの標準機種に

加えて製作されている日立押釦操作方式ホイ

ストでほ､標準の 置をそのまま用いて､ト

ロリワイヤ工事上の煙かな変更を加え､時に

ほ二三の附属装置を追加使用するだけで､種

々の半自動運転を行う方式が考案された｡

第22図ほ半自動運転方式の運転系統図の

一例であり､第23図はその実際の結線図例

を示す｡又第24図ほこの場合に利用される
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第23図

Fig.23.

半自動ホイストの配線図

Connection Diagram of

Semi-Automatic Hoist

第24図 半自動運転用ホ

イストの一例

Fig.24.AnexampIe

of Semi-autO-

Inat,ic Hoist

第25図 半自動ホイスト

用定置型押釦

Fig.25.Stationary Push

Button forSemiq

Automatic Hoist

ホイストで､垂下型の押釦のついた標準の押釦式ホイス

トである｡第25図は定置型に改造された押釦で､この

例に於ける唯一の追加部品である｡この例の半自動運転

ほ見通しの出来ない人間の通行不能の区間(A-B)の自

動走行停止と､作業工場内の任意操作とが出来るもので

あって､割合に簡単なものである｡この種用途は他にも

種々あるものと考える｡

さらに複雑な運転を行う一例を示せば第26図に元す

潔統国のようなものがある｡この安部は第25図に示す

第34巻 第1旗

(1)Aで送釦を押せぼ荷物はA-→B→Cに送

られここで自動停止する｡

(2)CD間のホイストはB釦で任意に操作出

来るこのときA釦は無効となっている｡

(3)B釦の後を押せばBまでホイストを送り

自動停止させる｡又Cまで後送して止め

てあるホイストはAの呼釦でBまで呼ん

で自動停止きせることが出来る｡

(4)BにあるホイストはAの下釦で下げられノ

る｡

第26図

F;g.26.

半白到ホイストの運転系統

ControISystem of Semi-

Automatic Hoist

節27図

Fig.27.

半自動ホ イ ストの例

Anexample of Semi-

AutomaticモIoist

ように､巻上げと走行の案内回路を切換える自動切換ス

イッチを追加した本体と､定置型の押釦2組からなって

いる｡この例では荷受場で､ここから作業場入口までの

自動巻上走行停止と､作業場で作業場内の任意操作が出
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帝 1 表 高速度ホイストと従来型ホイストの比較

Tablel.Performance Comparison between Conventional

Hoists and High Speed NovelType

†
l ll tl】 l
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巻上

速匿

(m/min)

モータ

(HP)

従来型

(低速)

新標準型

(高速)

従来型

新標準型

60㌔

50仁も

60⊂も

50qロ

(倍速)

(高速)

8

6.7

12

10

1.5

2

7

5.8

10.5

8.8

2

3

来る｡いずれの例でも押釦などの誤操作が行われても安

全が保たれるようになっていることほ云うまでもない｡

この二例の他にも種々の系統が考えられている｡そし

ていずれのものも簡単な構成で､自動と任意動とを組合

せた便利な運転操作が確実安全i･こ出 るので､従来の全

自動方式とほ異る利益があり作業能力の増大に役立つも

のである｡

高 速型ホイ スト

小型のホイストでほ

ようになって

上速度の早いものが要求される

た｡日立ホイストはこの傾向に応じて検

討した結果3,000kg以下のものの標準をすべて高速型

に移して 作することになった｡高速型は従来の低速型

よりも巻上速度が50%程度高く､実用上作業速度を増

すことが出来る｡横体の寸皮は従来のものと大差なくモ

一夕以外の部品もすべて共通である｡第l表は高
型ホ

イストと従来型との主な差異を比較したものである｡

安全規則型ホイスト

3,000kg以上のホイストは 働安全飽生規則の揚重機

に関する各条の適用を受けることになっている｡この親

別によれば､揚重機のドラムの径ほワイヤ仁一′一プの径の

25倍以上でなければならない｡併し従

では特殊な用

ほ揚重機の巾

に用いられるので､3,000kg及び5,000

kgの大型ホイストではドラムの径を割合iこ小さく定め､

その代りに使用材質の吟味と素線数の多い高級ワイヤー

5.7

4.7

8.5

7

3.5

5

5.0

4.9

8.8

7.3

5

7.5

第28図 日立5HA-HMTホイスト

Fig.28.H寺tachiType5HA-HMT

Hoist

第29図

Fjg.29.

箪 2 表 安全洩別型ホイストと従来型ホイストの比較

Table2. Specification of Security Regula†ion Type

Hoist as ComparedwithConventionalType

ホ イ スト 容羅

揚 程

3,000kg

従来型

3,000kg

安全規則姐従来型

5,000kg

安全規則型

日立250kg

K型ホイスト

Hitacbi250

kg Typel(

Hoist
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ロープを使用して安全性を補っていた｡これは既設の

家､狭い倉庫等で使用されることがあり機体の寸度が出

来るだけ小さいことを望まれているためで､

上の特例として扱われていた｡

則境ほ

今回他社に先んじて全面的に親別に合格するものi･こ変

更して製作をつづけることになった｡

第2表ほ安全親別型ホイストと従来型の主なる相異点

を表示したものである｡叉第28図は安全型5,000kg

トロリ付ホイストの外見を示したものである｡

箇既設のホイストは旧型晶でも差支ないことになって

いる｡又ホイスト用巻上安全器(リミットスイッチ)ほ

労働基 局長の性能認定を受けたものを使用することに

忘…められている｡日立ホイストのリミットスイッチほ､

認定晶であり､これの採用ほ日立ホイストの性能を一層

確実にするものである｡

新製品日立250kg(%t)E型ホイスト

(型式250ⅩH-PT)

従来の最小型のホイストは500kg型であって､これ

より小さなものは製作されなかった｡従って500kg型

よりもさらに小容量の荷物を取扱うには500kg型を代

用㌻るのが例となっていた｡併しこれは設備費と 力料

等が高†面となり､しかも機体の大きさが大にすぎる等不

満が多かった｡その上最近の傾向ほ小荷物専用のホイス

トを要求されることが多くなっているので､特別小型の

ホイストの要望は久しきにわたっていた｡

K塑ホイストは､この使用日的に添うよう計画製作さ

れた新型のホイストである｡

第29図は手押トロリ付の250kg(%t)Ⅹ型ホイス

トの外見を京すもので､中央にフレームとドラムを置

き､その右方には専用のモータ､左方にほ単一の強力な

マグネットブレーキを設け､ドラムの内部にほ差動式に

J凱､た遊星歯車の減速機構を内蔵させて密閉油中回転式

としてある｡コント仁一･-ラほ小型でしかも高能力のもの

でモータの下部に取付けられている｡又巻上安全器はレ

バー装置によってコントローラを復位させる方式となつ

ている｡これらの構造は500kg以上の従来型とは板木

ノ的に異っているものであり､このために従来の型とは趣
きを異にする特長が得られるものである｡本機は製氷､

食品加工などの工場､商店､問屋の店頭､定期トラック

便などの発着所等に於ける専用機として､或ほ倉庫､港

湾､駅東､機械工場等の大型ホイストに併用する局部作

業用機として大いに役立つものである｡

第3表ほ本磯の主な仕様を､今迄の最小塑であった

500kg型と比較表元したものである｡.

論 第34巻 第1芸虎

第3表 日立250kg新型ホイストと 500kgホイ

ストとの比較

Table3･Speci丘cation of HitachiNovelType

250kg Hoist as Comparedwith

Ordinary500kg Hoist

巻 上 荷 重(kg)

モ ー タ
ー(HP)

巻上速度

m/min

巻 上

〈
高

60二b

50こb

さ(m)

H寸法(手押トロリ付)

横 長(mm)

重 量(kg)

立

250

0.85

8.8

7.3

6.1

505

622.5

75

エ レ ベ ー タ

HitachiElevators

最近大都市に於ける 築物の復興はいよいよ清澄とな

り､それに伴ってェレべ-∵タの新設も急激に増加しつつ

ある｡

日立エレベータはこの需要に応ずるために専ら技術の

錬磨に精進してきた結果､江湖の好 を得て官公署､百

貨店､事務所､銀行､工場等より客用並びに荷物用エレ

ベータを続々受話するに至った｡

その種類はD･C･ギアレス高速高級エレベータを始

めとし､D･C･ギアド､A･C･二速度及び単速度エレベ

ータに至る迄多肢に亘るが､意匠､制御方式等に於て格
段の進歩を二示した｡

以下これ等の中最近の代表的製品を展望してみよう｡

直ミ充エ レベー タ

D.C.EleYatt)rS

直流ギアレス塑は能率のよい点､走行中の揖動､騒音

の少い点等に於て他の追従を許さぬ最高級のものであ

る｡

先に鉄鋼ビルの1台を完成し､引続き見本市協会2台

日活国際会館2台その他多数を鋭意製作中である｡

ここには東京､丸の内に新たに偉容を誇る鉄鋼ビルに

最近納入し運転開始せられたぎアレスエレベータを紹介

する｡

本機は次に述べる様な近代的意匠と新制御方式とを備

え､優秀な性能を発揮し好成績を挙げている｡

(1)仕様(第4表参照)

(2)主なる特長

(A〕ケージの天井はドーム型とし､側板の隅にも丸

ヽゝ､
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第30図 鉄鋼ビル納客用エレベータ

(A号磯及びB号磯)

Fig.30.PassengerElevators(No･A

and No.B)Installedin

Tel【k6Building

夢31国 鉄 ビ/レ納客用エレベータ(A号､

B号横)用受電盤並びに制御盤

Fig.31.Receiving PanelsandContro11ing

Panels for Passenger Elevators一

(No､Aand No.B)Insta]1ed

in′Ⅰ■ekk6Building

味をつけることによって軟かい感じを出した｡

(B)ル←バ付螢光灯により近代的照明を出現させた0

(C)レコ←ドコント〔rr一ル式を採用することにより

運転手は乗客の停止要求隋床を記憶することなくケ←ジ

内運転盤上の所要の釦スイッチを予め押しておくことに

ょり目的階に自動的に停止する様にした｡

交;充エ レベータ

A.C.Ele▼atOrS

交流ヰレべrタは直流エレべ←タに此し主として制御

装置が 単であり､従って設備費が低廉であるために､

一定速度以下の場合にほこれが推奨される｡

第4裏 鉄銅ビル及び国策パルプビル納

め客用エレベータ仕様一覧表

Table.4.Speci丘cation of Passenger

ElevatorsInstalledinTekk石

BuildingandKokusakuPulp

Building

定格荷重(kg)!1.150(15人乗)l550(7人乗)

定格速度〔Ⅲ/m;n) 120

交流エレベータには二速度式と

単速度式とあるが､前者は乗籠

の速度が50～60Ⅱ小工貢n程度及

び速度ほこれ以下でも特に床合

せを精密に行う必要あるエレべ

←タに適用され適当な着床速度

を得るために特別に設計製作さ

れた二速度誘導 動績を使用す

第32国 鉄銅ピル納客用エ

レベータ用運転整

Fig.32.OperatingBoard of

Pas巳enger Elevator

Installedin Tekk6

Building

る｡

二速度ヰレペr∵ダとしては国 パルプビル2台､鉄鋼

ビル2台､オリンピックビル2台､埼玉県庁2台その他

多数を納入しているが何れも極めて勝れた性能を発揮し

ている｡

177劃一
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第33図 国乗パルプビル納客用エレべ_タ

(2台並列)

Fig.33.Passenger ElevatorsInstalledin

Kokusaku Pulp Building

第34図 国策パルプビル納エレベータ用

巻揚磯及び配電盤

Fig.34.Tra⊂tion Machine and Switch

Boards of ElevatorsInstalLed

inKokusaku Pulp Bui】ding

ここには東京､日比谷､国策パルプビル納め客用エレ

ベータを紹介する｡

(1)仕様(第4表参照)

(2)主なる特長

(A)ケージの天井ほドーム型とし､その両側にチエ

′-プランブを配置して間接照明により極めて軟い感じを

出した｡

(B)ケ←ジドアにはセーフティゲ←トを用いたが､

これは外観庭美であり､且つドア開閉時の騒音防止にも

･特別の考 を払った｡

(C)近代的建築にマッチさせるた鋸こ､ハッチドア

インヂケ←∵タ､ケ←ジ内需具その他全段iこ亘り特に意匠

の点に工夫をこらして入念に製作した｡

(D)巻湯横には特殊二速度誘導 動機を使用したが

これは斎師こ際してその極数を変換することiこより高速

第34巻 第1芸虎

第35図 国策パルプビル翻客用エレベータ

用受電盤及び制御盤

Fig.3.5.ReceivingandContro11ingPanels

forPassengerElevatorsInstalled

in Kokusaku Pulp Blユilding

回転より 気的制動によって低速に回転数を落すことが

出来るから極めて円滑に着床速度を得ることが出来る｡

空気コ ンベヤー

Pneumatic Conveyors

粉粒体の輸送には従来スクリウコンベヤー､バケット

エレベータ等による機械的方法が広く利用されていたの

であるが､新しい設備にほ空気コンベヤーが採用されつ

つある○これは空気コンベヤーが輸送方法として機械的

のものと全く才喜妄想を異にして居り､従来のものでは到

し得ぬ数々の長所を有するためであり､実際この事は使

用老が広く めているからである｡

26年度ほ新哉に異った型式の空気コンベヤーを数種

作ったが､その試運転はすでに終って目下各磯共夫々

好調な運転に入っている｡

吸引圧送型フラクソ一式石衣窒素輸送機

Fl肱OTypeCalciumCyanamideConveyors

本橿ほ昭和電工富山工場に昨25年納入したが､愈々

26年4月より運転に入り輸送量ほ所期のF20t/加以上で

に運転している｡

本顆は吸込圧送型なので単に粉体を送り込むばかりで

なく､低地に設置されたタンク内又は数千蒐級の大きな

サイロの下部から粉体を吸引振出し出来る大きな特長を
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箪36図 ロータリーフィーダー

Fig.36.Rotary Feeder

もっており､可搬式なので取扱も 利である｡
Ⅶ
1
.
】
適

吸引用貢空ポンプは30kW,圧送用空気圧縮機は

75kWを月ヨいている｡

ロータリフィーダー式石衣窒素輸送機

RotaryFeederType CalciumCyanaTnide

Conveyors

本機は石灰窒素輸送用として､揖斐川 気大垣工場に

納入した低圧空気輸送設備1式の核枢で､ロータリフィ

ーーダーを利用した本邦最初のものである｡即ち未設備は
空気コンペヤ←とスクリウコンペヤ←より成る輸送プラ

ントで､その心臓部とも言うべきロ←タリフィ←ダーほ､

その下部にべソチュリー管を備え､石灰窒 は3HP電

動機により毎分70回転する羽根車により輸送管に供給

され､その中を窒素ガス流によって圧送される｡

その主要仕

輸

は次の通りである｡

離距

輸送 量

輸送管径

約50nl

lOt/hr

6in

輸送用気体 窒素ガス循還式

圧送用ブロワ←風量 32m8/血n

駆動用 動機 30kW

窒素ガスを循還させて輸送するのは､石灰窒素中の残

貿]カーバイドと空中水分の接触による爆発の危険を避け

るためである｡又ガスと粉体との分隠こはサイクロン1

個又は2個を用いて､その完全分離を因っている｡筒設

備中にほ遠方監視盤及び危険報知機等を備え､操作の便

プ之び運転の安全を期している｡
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第37図 キ ニ ヨ

F王g.73.Kinyon

ン式空気コ ンベヤー

TypePneumaticConveyor

夢38図 プラク ソ
一式空気コ

ンベヤー

Fig.38.Fluxo Typ3 Pneumatic Conveyor

キニヨンポンプ式セメント輸送機

Einyon Type Cement ConYeyOrS

本機は磐城コンクリート池袋工場に納入し､貨車卸場

より貯蔵サイロ迄又はバッチヤ｣プラント迄セメントを

空気輸送するものである｡

その主要仕様ほ次の通りである｡

輸送臣巨離 約80In

輸送量 15t/br

輸送管径 31/2in

圧送用圧縮機 50HP日立標準空気圧縮機

軸駆動用 動機15kW 及び 20kW

筒未設備にほ監視盤を備え､キニヨンポンプの送り状

態及び輸送先を明京する｡且タンクの滞配を自動的に警

報する

る｡

も設置してあるので操作運転ほ確実安全であ
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フラクソ一式セメント輸送機

Fluxo TypeCementConveyors

日 立 評 論 第3巨巻 第1芸虎

輸送管径 4in

制御方式 半自動運転

圧送用庄舵機 75HP

プラクソ一式輸送機は取扱保守の簡便､動作確実､計

量可能等いろいろと優れた長所をもっているが､木椀は

三面川のダム建設用として鹿島建設に納入したフラクソ

ト式輸送機である｡

近時水力開発の気運に恵まれ各所にダム建設工事が施

行されつつある折柄､木機がダム建設現職こ設置されて

セメントの運疏蔓移送を高能 経済的に行い得た事は本邦

の新記録であり､特筆に値すると共に今後の空気コンベ

ヤーの進出が期待される｡

本機ほ特に先方希望により 自動式を採用しているっ

この方式ほ自動的に作動する監視盤のランプの点滅及

び警掛こよって､一つの操作レバーを左右に動かす事だ

けで輸送が出来る構造である･｡倍自動運転制御には日立

独特のチェックバルブを使用して､バルブ等の作動順位

の時間的調節を行わしめ輸送の確実化及び安全化を図つ

ている｡

附帯設備ほ輸送空気のサイロ及びタンクよりの排気装

置､タンク内のセメントの満配を報知する自動充満検知

梧､輸送経路を明示する監視盤及び圧送用空気のドレン

を除去するサイクロン式ドレンドラップ等より成ってい

る｡本校の主要仕様は次の通りである｡

輸送距離 的40m

輸送量 20りhr

フランクソ一式アルミナ輸送機

Fluxo Type Alumima Conveyors

従来空気輸送に比較的厄介物と考えられていたアルミ･

ナの輸送も､特に磨耗部がないプラクソト式によるのが

最適のものと言えよう｡本機はアルミナ輸送用として昭

和 工横浜工場に納入したプラクソ一式輸送機である｡

その主要仕 は次の通りである｡

輸送折離

輸送量

輸送管径

制御方式

圧送用圧舵機

自動制御方式ほ従来

約50Ⅱ1

10t/hr

3in

全自動運転

75kW

A･Cと D.Cを併用していたが､

本機ほ電源の便を図りA･C･一本の方式である｡叉輸送

状況を知るための圧力検出用には3偶の単独圧力スイッ

チを使用し､運転の確実を期している｡

以上ろいろの型式の空気コンベヤーを実用化してきた

が､型式の選定にほ被草魚送物の性質､輸送距離､容量､

設置費､運転費等を考慮して最適のものを遊ばなければ

ならない｡これ等の諸点を考慮して型式を選定する場合

最も無難で広く推奨出来るものほ､フラクソ一式輸送機

であるっ即ち動作が確実で大容量､長距離愈送に適し､

且所要動力が僅少な点である｡
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